
このボランティアセンターだよりは赤い羽根共同募金配分金により作成しております。

ペットボトルのキャップを集めて
世界の子供たちにポリオワクチンを届けよう！

社会福祉法人
魚沼市社会福祉協議会

平成21年11月10日発行

第４号魚沼市社会福祉協議会 第４号

ボランティアセンターボランティアセンターボランティアセンターだより

地球に　 を 子供に　 を

あなたの行動が世界の子供と地球の未来を創ります！
エコキャップはボランティアセンターへ…

ふれあい トワークネッ



♥ ♥

♥ CO2（二酸化炭素）削減

　“ペットボトルのキャップを外す”という行為により、ペットボトル本体の再資源化率を
高め、結果として焼却処分される量を減らし、CO2 削減に寄与します。

　外したキャップそのものを、質の高い素材として、リサイクル業者に引き取ってもらい、
その売却益にて、ポリオワクチンを購入し、世界の子供たちの命を救うために活用します。

　この活動の過程で、環境教育の実践、地域活性化等に寄与します。

♥ 子供たちの命を救う

♥ 地域活性化などに寄与

魚沼市
ボランティアセンターへ

リサイクル エコキャップ
推進協会

ポリオワクチン
寄贈団体

途上国へ回収 原信様より運搬

魚沼市ボランティアセンターから見附市のリサイクルメーカーには、本活動の
賛同企業「原信 小出東店」様より運搬していただいております。

活

地球に愛 を 子供に愛 を
ペットボトルのキャップを集めて

の流れ動

目
は的 ？

あなたの行動が世界の子供と地球の未来を創ります！
エコキャップはボランティアセンターへ・・・

キャップ
回 収

魚沼市ボランティアセンターでは、

（エコキャップ800個→ポリオワクチン１人分）

世界の子供たちにポリオワクチンを届けよう！

エコキャップの
回収BOXを設置しました。



国際
協力活動

　魚沼市ボランティアセンターでは、標記活動への協力を始めました。
「空飛ぶ車いす」とは、サイズが合わなくなったり、故障して使わなくなった
車いすをボランティアにより整備してくれる工業高校に運びます。
新潟工業高校では、一度分解して部品の洗浄やタイヤ交換、錆び取りなどの整備と壊れた個所を修理し、
再度組み立てます。
そして、アジア諸国で車いすを必要としている国にプレゼントしています。
　当ボランティアセンターでは、アジア各国の子供たちの橋渡しとして「空飛ぶ車いす」ボランティア
リレーに参加し、第１回目を６月23日㈫に車いす15台を新潟工業高校へ運搬しました。
　不要になった車いすは、廃棄せずにボランティアセンターへお持ちください!!

　昭和59年４月、社会教育の一環として発足し、３年後に地域活動として引継ぎ、今年度で26年目を迎えた「よ
い子の読書会」です。現在、会員は13人。本の読み聞かせを基本活動として、「子供たちの活字離れに少しでも
手助けとなれるように」「共同による工作・お楽しみ会等を通じ、年齢差のある子供たちの仲間意識を育みたい」
「ボランティアの仲間づくり」といった３点を基本目標としながら活動を続けております。
　例会を月１回第２土曜日の10時～11時、堀之内子育て支援センターに於いて市内の幼児・小学生を対象とし

て開催しております。読み聞かせと毎回簡単な工作。その他季節
に合わせてプラネタリウム観賞やクリスマスにはケーキを作りお
楽しみ会をする等、内容にバラエティーを持たせております。
　また、月２回市内の小学校で朝15分間の読み聞かせを１年生
から６年生までを対象として実施し、合わせて20年度は延べ参
加者数が2,000人を超えました。
　これからも仲間と共に活動を続けて参りますので、読み聞かせ
の仲間として活動してくださる方を歓迎いたします。

魚沼市内のボランティアさんを紹介します

「よい子の読書会の活動」
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ボランティアリレーはこのようにして行われています

魚沼市ボランティアセンター
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ボランティアセンターだより 第４号

　シルバーウェイトレスを心待ちにして下さる湯之谷工芸の皆さんありがとう・・・です。

※次号は、広神・守門・入広瀬地区を紹介します。

★ 場　所：小出ボランティアセンター １階 「多目的室」
★ 日　時：毎月第２水曜日　10時～15時
★ 内　容：希会は身体に障がいを持ちながら、自分らしい生活を見つけていこうと思う同志の集いです。
　　　　　 月１回 茶話会、バス旅行等を行っています。
　　　　　 会員のお手伝いや車いすの介助等をお願いします。（資格の有無は問いません）

※ボランティアについての問合わせは、魚沼市ボランティアセンター（社協 地域福祉課内）
　☎７９２－８１８１までお願いします。

ボランティアセンター・社協事業の紹介をはじめ、ブログ
形式による活動報告など内容盛りだくさんです。
アクセスをお待ちしています。

ホームページアドレス
http://www.uonuma-shakyo.or.jp/

「湯之谷工芸喫茶ボランティアの風景」
矢 野 晴 代

ボランティアさん募集中！！

ホームページ開設中！

　平成元年に発足し、現在17人の会員です。堀之内・湯之谷地区の会と連絡しあって活動しています。
内容は、市報うおぬま・市議会だより・越南タイムズ・新潟日報等を分担して朗読・録音して視覚障がい者の方々

から利用していただいています。
　心がけていることは、「聞きやすく、喜んでもらえるように」と
いうことです。人名や地名等は難しく苦労することもありますし、
数種類の辞書も欠かせません。しかし活動をしていると、飛ばさず
に丁寧に読むし、音読なので顔の筋肉も使い、脳の活性化につなが
ると思うので自分のためであり、何よりも人様の役に立つという喜
びがあります。だから、できるだけ続けていきたいと思います。

「録音ボランティアの会について」
鈴 村 道 子

　毎月第２金曜日は、工芸の食堂が午後のひととき、喫茶室に早変わり
します。室内はコーヒーの香りでいっぱいで、ビタミン愛の入ったいろ
いろなケーキを楽しんで頂いています。
　美味しそうな顔をしてお茶タイムをしている姿を見て、ボランティア
側も楽しみに伺っています。ちなみに紅茶・日本茶もあります。季節に
合わせホットにしたりアイスにします。
　近くにいらしたら、どなたでもコーヒーを飲みに寄ってください。

希会
のぞみ  かい

湯之谷
地区

小 出
地区


